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1.まえがき

三浦,渡辺(1988)は,弥生遺跡としての

西谷遺跡から出土した管玉が玉湯町花仙山産

のものと岩石学的に性質が異ることを指摘し,

同時に石川県二子塚から出士した碧玉に類似

していることについても触れておいたことが

ある.

玉湯町花仙山産の碧玉については詳細な報

告を三浦・渡辺(1988)によってなされてい

るが,これと比較しながら各地の遺跡から出

土した碧玉に関する検討はかなり重要な課題

と考えられる.そのような研究過程で,今回

は西川津遺跡海崎地区の弥生層準から出土し

た碧玉製の管玉およびその原石について岩石

化学的立場から検討したので報告したい.

せΥ

2.研実試料

研究試料は松江市西川津遺跡海崎地区の弥

生中期の層準から出士したもので,その位置

については図一 1に示してある.
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図一1 西川津遺跡海崎地区

試料数は原石が3点,製品が9点で,いず

れも碧玉であるJ このような碧玉のほか,や

やガラス質のディサイトを原料とする半製品

あるいは製品としての管玉も多数発見されて

おり,この遺跡地内で管玉が製造されていた

ことは明らかである.これらの考古学的研究

報告は別の機会にゆずって,ここでは碧玉に

ついての岩石,鉱物学的な検討結果について

aZ心"丈ナこし).
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3.碧玉製管玉の岩石,鉱物学的研究

碧玉製管玉は比較的よく研磨されている部

分があり,アルコールで静浄する程度でエネ

ノレギー分散型X線マイクロアナライザーに

よってその化学組成を分析した.
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図一2 管玉製品 1

出士品は 9点で整理番号 1,2,3,6,

フ,8,9,10,11力§それである.

分析結果を図2~10に示す.これらの図は

各分析点で多少組成が異っているために,横

軸にSio.をとり,縦軸にAI.0幻 K.0, Feo,

Mgo, Na.0, cao, Tio.の重量パーセント

をとって示した.

A1ρ部K.0が著量に含有されているのに対

して他の酸化物の含量は少なく,また, sio.

の増加に対してこれら酸化物はやや減少する

傾向がある.
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4.原石出土品の岩石,鉱物学的研究

本遺跡から出土した碧玉原石はいずれも挙

大以下の大きさで整理番号110,123,124がそ

れである.

これから小破片を取りだし,よく研磨して

分析試料に供した.

分析結果を図一Ⅱ,12,13に示す.

整理番号Ⅱ0,124の原石は管玉製品の分析

値とほぽ同じ傾向を示すが,整理券番号123の

原石はやや異質である.

図一14には原石のX線回折図を示すが,整

理番号Ⅱ0および124は正長石のピークがやや
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顕著に示されるに対して,整理番号123のそれ

は弱い.この事がAI.0幻 K.0含量の少いこと

に反映されている.
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5.西川津遺跡出土の碧玉と花仙山

産碧玉の比較

以上述べた西川津遺跡出土の碧玉原石およ

び製品の分析値をまとめたものが図一15であ

る.この中には整理番号123の碧玉原石だけは

除かれている.

この図と図一16で示す花仙山産の碧玉の分

析値を比較すると特にA1ρわKρ,Feo,sio.

の含量において決定的な差異がある.

図一15に示すように,西川津遺跡出士の碧

玉はSi02においてほぽ85パーセントから73

パーセントの範囲にあり,この範囲において

他の酸化物の分布は極めて連続的な分布を示

している.そして, AI.03は 6パーセントから

10パーセント, K.0は 5 パーセントから8.5

パーセント, Fe0は 1パーセントから1.5パー

b

Q

図一13 原石124

フフ 78

匡

匡

79

冨
官

匡

0

匡 冨

d

5

図一14 西川津遺跡出士の碧玉原石のX
線回折図

a :110, b :122, C :123, d :124

b はデイサイト(Q :石英, K :正長石)
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トの範囲において,それぞれ変動していセン

る.
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山ム

これに対して花仙山産の碧玉はSio.の含

量が90パーセントから84パーセント程度の範

囲にあって西川津遺跡出士のそれよりも大き

く, AI.03は 2 パーセントから 4 パーセント,

K20は1.5パーセントから 2.5パーセント,

Fe0もほぽKρと同じ範囲でそれぞれ変動し,

いずれもその含量においてFe0を除いて西川

津遺跡のそれよりも途かに小さい.

以上のように西川津遺跡出士の碧玉の化学

的特徴を示した図一15と花仙山産碧玉の化学

的特徴を示した図一16は全く不連続であって

30 35 40
2θ CU KO

21

ー..

官

＼
＼

＼

十
゛
＼

＼

、F

一
.
一

詞
●
■

＼

、
司

、
、

8
洲W

4.
.

一
.

一

0S

一
一
一

ノ
.

交



10

、ハ/to/0

9

8

''

0

7

三浦清・内田律夫・渡辺貞幸

▲

6

0

0

5

0

'

'

4

'

'

3

0'

A1203

'

(塗

2

0

■0^0

0

'

'

1

▲

'

0

'

72

'

.

'

ム

'ム

00

図一15 西川津遺跡出士の全碧玉に関する岩石化学的性質

(図中Fは石川県加賀二子塚出士, Nは西谷遺跡出土の碧玉)

西川津遺蹴出士の碧玉が花仙山産のものでな 跡出士の碧玉の成分分布の中に連続的調和的

に含まれる.この事は前にも指摘した如く,いことは明瞭である.この事は図一17で示す

花仙山産碧玉のX線回折図にもよく示され, 整理番号123の原石を除いて,西川津遺跡出土

それには正長石が含まれていない. のすべての碧玉は同一産地のものであり,か

つ,西谷遺跡出士の碧玉および石川県加賀二

子塚出士の碧玉原石も共にそれと産地を同じ

くする可能性は大きいと云わざるを得ない.
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6.西川津遺跡出土の碧玉と出雲市

西谷遺跡出土の碧玉製管玉およ

び石川県加賀二子塚出土の碧玉

原石の比較

図一18には出雲市西谷遺跡出士の碧玉製管

玉および石川県加賀二子塚出土の碧玉の化学

分析値が示してある.それらのAI.0部 K.0,

Fe0を図一15にプロットすると全く西川津遺
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西川津遺跡海崎地区弥生層準から出士した

碧玉について岩石,鉱物学的検討を行い,そ

れがすべて玉湯町花仙山産のものと全く異っ

ていることを指摘した.同時に,出雲市西谷
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遺跡出士の碧玉製管玉および石川県

加賀二子塚出士の碧玉との類似性を

指摘し,これらが産地の点において

同一地域のものである可能性につい

ても指摘した.

今後さらに他の遺跡についても同

じような検討を行うと同時に,本邦

および大陸方面の碧玉産地における

碧玉についても研究する必要があろ
^

つ.

図一16
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花仙山産碧玉のX線回折図
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